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要　約

　近年、ペットを家族の一員として迎え、少しでも健康に長生きしてもらえるようにとあらゆる商

品やサービスをペットに与える飼い主が増えている。その為か、犬と猫の寿命は 30 年間で約 2

倍伸び、現在の平均寿命は犬 14 . 36 歳、猫は 15 . 04 歳である。伸びた原因はペットフードの

質の向上や医療の発達などが考えられるが、ペットの寿命の要因についての統計データを使用

した調査報告は少なく、具体的な決定要因は明らかにされていない。

　林谷ら（2001）は、15 歳以上の長寿と 9 歳以下で死亡した対照の犬および猫について、食

事や病気予防対策など飼育状態に関するアンケート調査でオッズ比を使い抽出しており、結果、

寿命に関連する要因は飼い主がペットに手間をかけるかどうかで決定すると述べている。しかし、

手間をかけずとも健康で長生きをするペット、その反対に手間をかけても早く亡くなってしまう

ペットも居るので、飼い主の手間だけでなく、気候や飼い主の生活状況なども関係していること

が考えられる。

　本稿では、2009 年～ 2016 年の日本の犬猫のデータを用いた年度別重回帰分析、アメリカの

州別の犬猫のデータを用いた地域別重回帰分析を行い、なぜ年々寿命は伸びているのか、ま

た飼育環境は寿命に影響するのか決定要因を抽出した。結果、林谷ら（2001）の報告と同様、ペッ

トに手間やお金をかけると長生きし、他にも天候や飼い主の生活習慣がペットの健康に影響す

ることが明らかとなった。

　しかし、現在のペット関連のデータ量では寿命の決定要因を明らかにするのは困難であり、

分析結果に注意しなくてはいけない点があった。

　これから世界中で少子高齢化が進み、癒やし、楽しみ、子供、パートナーとして益々ペット

の存在が大きくなると考えられる。ペットと飼い主が、共に幸せに長生き出来るように、世界全

体がペットの統計調査に力を入れる必要がある。
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第 1章　はじめに

　世間でペットブームと言われている中、現状ペット飼育数は減少しており、ピークの
2008 年から 2016 年の 9 年間で約 25 ％減少している。しかし、ペット市場は年々緩やか
な右肩上がりなので、ペット 1 匹当たりにかける費用が増加していると考えられる。実際、
ペットを家族の一員と考える人が全体の 54 . 6 ％を占めており、少しでも健康に長生きし
て欲しいと思う飼い主が増加している。年々、ペットフードの質の向上、医療の発達が進
み、質の良いプレミアムペットフード、怪我や病気をした際に医療費を補填するペット保
険、また自由に動き回ることができるドックランなど健康を考えた商品やサービスが次々
と登場し、利用する飼い主が増えている。それに呼応してか、近年ペットの犬と猫の平
均寿命は著しく伸びている。須田（2011）またペットフード協会のデータによると、1980
年から 2016 年の 37 年間で犬は 15 .3 年、猫は 12 .8 年伸びていることを明らかにしている。
しかし、まだペットの寿命に関する分析は少なく、寿命の決定要因は不透明な点が多い。
　臼杵（2009）は、犬の寿命を伸ばす為の飼育環境、運動、食事、予防などのポイント
を述べている。加藤（2009）もまた、猫の寿命を伸ばす為の飼い主との関係、飼育環境、
食事、予防などのポイントを述べている。しかし、どちらもデータを使った分析はされて
おらず、本当に犬猫の寿命に関係するのかは明らかにしていない。
　林谷ら（2001）は、関東地方の 51 の動物病院で 15 歳以上の長寿の犬および猫と 9 歳
以下で死亡した対照の犬および猫について、性、年齢、食事、散歩などの飼育状態に関す
るアンケート調査を行い、各項目についてオッズ比を算出し、長寿に関連する要因を抽出
している。結果、犬は「品種は雑種」「予防接種は毎年」「散歩は毎日」「同居動物が居た」

「手作りの食事を与えた」「牛乳を与えた」が有意に高く、「室外の飼育」が有意に低かった。
猫は「雌」「同居動物が居た」「手作りの食事を与えた」「牛乳を与えた」が有意に高く、「室
内外で自由に飼育」が有意に低く、結果、犬と猫の寿命は飼い主が健康管理にどれだけ手
間をかけているかで決定すると示した。しかしこの調査報告は 17 年前のもので、現在と
ペットフードの質や医療制度が異なっている点がある。また、人間のように地域ごとに生
活習慣や気候で平均寿命の差があるように、ペットにも地域ごとで寿命に差が出来ている
のではと考えた。
　本稿では、年度別と地域別で寿命に何が関係しているのか実証分析で明らかにする。年
度別では、犬猫の平均寿命が伸びた原因は果たして林谷ら（2001）の分析結果のように、ペッ
トに手間やお金をかけたからなのか、日本のデータを用いて分析する。地域別では、アメ
リカのデータを用いて、手間をかけるかけない以外にも、気候や周辺の飼育環境で寿命に
影響があるのか実証分析で明らかにする。最後に年度別と地域別の分析結果を考察し、犬
と猫が健康で長生きする方法を考える。
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第 2章　実証分析

1節　年度別分析

2 - 1 - 1 　分析手法

　年度別の分析では、犬と猫の平均寿命が伸びた要因を明らかにする為に、次の数式モデ
ルで推定する。

　被説明変数は犬猫別の 2009 年から 2016 年の平均寿命を用いる。説明変数は、ペットに
手間または費用をかけると健康や寿命に影響すると考えた犬猫別のデータ（表 1）を用い
る。費用は 1 匹当たりのデータであり、上式のa は、ペットに手間や費用をかけなくても
伸びる基礎寿命である。

　説明変数を詳しく見ていく。X 1（ペットフード国産）日本はペットフードに対する規
制が緩く、多くのものが安価で原材料の質が悪いとされているので、流通量が増えると寿
命は縮むと予想。X 2（ペットフード外国産）海外はペットフードの規制が厳しく、多く
のものが高価で質の良い原材料を使用しているので、流通量が増えると寿命は伸びると予
想。X 3（病気予防費用）病気予防のワクチンや病気を早期発見する為の健康診断に費用
をかけると寿命は伸びると予想。X 4（ドックラン費用）体を自由に動かせることによっ
てストレス発散や筋力になると考え、ドックランに費用をかけると寿命は伸びると予想。
X 5（ペット保険契約頭数）保険は病気や怪我で診療や手術を受けた際にかかった費用を
一定の割合で補償してくれるので、少し体調が悪そうでも気軽に病院に来院することがで
き、契約頭数が増えると寿命は伸びると予想。このように仮説を立て、分析を行った。
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2 - 1 - 2 　分析結果

　分析結果は以下のようになった。

　重決定補正 R 2 は、犬が 0 . 99702 、猫が 0 . 99972 であり説明力は高いと言える。ｔ統計
量は自由度（犬）3（猫）3 のｔ分布に従い有意水準 5 ％の臨界値は統計表よりｔ＝ 3 . 182446
として求められ、Ｘ≧ｔまたはＸ≦ｔの場合有意性を示す。
　ペットフード国産は、犬猫共に負に有意に影響した。これは国産のペットフードの流通
量が増えると寿命を縮めることを表す。ペットフード外国産は、犬猫共に有意に影響しな
かった。予防費用は、犬のみ正に有意に影響した。これは予防に費用をかけると犬は寿命
が伸びることを表す。ドックラン費用は、有意に影響しなかった。ペット保険契約頭数は、
猫のみに正に有意に影響した。これは保険加入頭数が増える、つまり保険に加入すると寿
命が伸びることを表す、とそれぞれ結果が出た。
　しかし、データ不足で 8 年間と短い期間のデータを用いて分析を行った点と、飼い主が
ある年に何か費用をかけても寿命に影響するのは何年か先のことなので、結果に注意しな
ければならない。2 節の地域別では、気候や飼育環境が寿命に影響するのか明らかにする
ほか、年度別での分析結果が地域別でも一致するのか確かめる必要がある。
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2 節　地域別分析

2 - 2 - 1 　分析手法

　地域別分析では、気候や飼育環境は犬と猫の健康や寿命に影響するのか分析する。数式
モデルは年度別と同じものを使用する。

　被説明変数は、日本の犬猫別の地域別寿命データが無かった為、2013 年のアメリカの州
別の犬猫の寿命を置いている（寿命データが無いメイン州・ノースダコタ州・バーモンド
州・ウェストバージン州・ワイオミンダ州を除く）。説明変数は、人の寿命に関する要因
の項目を参考に、ペットにも関係性があると考えた項目を置いている。（表 2）上式a はペッ
トに手間や費用をかけたり、飼育環境が良くも悪くも、寿命が伸びることを表す基礎寿命
である。本来なら、年度別での分析結果の確実性を高める為に、同じ内容の説明変数を入
れるべきだが、データが無かった。
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　説明変数について詳しく見ていく。W 1（平均気温）気温の低さは免疫力を低下させる
ので、気温が高い方が寿命は伸びると予想。X 2 . 3（平均最高気温・平均最低気温）暑す
ぎる寒すぎるは、犬猫の適温（夏は 23 ～ 28 度、冬は 21 ～ 25 度）からかけ離れてしまう
ので、最高気温が高いほど寿命は縮み、最低気温が低いほど寿命は縮むと予想。X 4（年
間降水量）降水量が多いと散歩に行く日数が減り、湿度も高くなり体調を崩しやすくなる
ので、降水量が多いほど寿命は伸びると予想。X 5（年間日照時間）日照時間が長いと散
歩の行く日数も増え、日光に当ることは犬猫の体にも良いと思うので、日照時間が長いほ
ど寿命は伸びると予想。X 6（所得）所得が多いと犬猫により費用をかけることが出来る
ので、所得が多いほど寿命は伸びると予想。X 7（予防保険契約頭数）この保険は病気や
怪我の治療の際の補償ではなく、健康の維持また病気を防止する為の保険であり、ワクチ
ンや健康診断、歯科治療、健康相談をいつでも利用できるもので、予防保険に加入してい
ると寿命は伸びると予想。（頭数は Banfield PET HOSPITAL のみ）X 8 X 9（病院数・獣
医数）病院または獣医が多い方が来院しやすく、寿命は伸びると予想。X 10 . 11（ドック
ラン数・公園数）ドッグランや公園が多い方が散歩や走る機会が増え、ストレスや運動不
足が解消され寿命は伸びると予想。X 12（平均ペット医療費）アメリカは州ごとにかかる
医療費が異なるので、医療費が高い地域ほど家計に負担がかかる為、来院回数が減り寿命
は縮むと予想。X 13（肥満率）犬や猫も肥満になると病気になるリスクが高まり、寿命は
縮むと予想。X 14（共働き率）共働きだとペットと触れ合う時間が減り、ペットの体調の
変化に気付けず病気になり寿命は縮むと予想。X 15（出生率）子供が居ない家庭は、ペッ
トを子供のように大切に育てる人が多い為、出生率が高いほど寿命は縮むと予想。X 16（喫
煙率）飼い主のたばこの煙がペットの体に悪影響だと考え、喫煙率が高いほど寿命は縮む
と予想。このように仮説を立て分析を行った。
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2 - 2 - 2 　分析結果　

　重決定補正Ｒ 2 は、犬が 0 . 3870824 、猫が 0 . 4966122 と当てはまりが低い結果となった。
ｔ統計量は自由度（犬）26（猫）28 のｔ分布に従い有意水準 5 ％の臨界値は統計表より

（犬）ｔ ＝ 2 . 055529（猫）ｔ ＝ 2 . 048407 で求められ、Ｗ ≧ｔ またはＷ ≦ｔ の場合有意性
を示す。
　犬猫両方、またどちらかに有意に影響したのは 4 項目であった。降水量は、犬と猫共に
負に有意に影響した。これは雨の多い地域ほど寿命を縮めることを表す。ペット予防保険
契約頭数は、犬のみ正に有意に影響した。これは予防保険に加入すれば寿命が伸びること
を表す。年度別分析でも、犬は予防に費用をかけた方が良いと結果が出ている為、結果は
一致となった。出生率は、猫のみ負に有意に影響した。これは出生率が高いほど、寿命を
縮めることを表す。喫煙率は、猫のみ負に有意に影響した。これは飼い主が喫煙者である
と、寿命を縮めることを表す。しかし、共働き率や喫煙率など、ペット所有者のみの割合
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ではない為、結果に注意しなければならない。

第 3章　考察

　ここからは、それぞれの説明変数がなぜ有意性を示したのか考察を行う。説明変数の内
容が類似する場合は、結果を比較しながら考察する。
　ペットフード関係は、国産を与えると犬猫共に寿命は伸びるとなった。日本のペットフー
ドの法律「ペットフード安全法」は、アメリカの法律「アメリカ飼料検査官協会（AAFCO）」
を基準に 2009 年に作られたが規制は緩い。例えば、国産の安価なペットフードは、出来
るだけ原価を抑える為に消化をしにくい穀物でかさ増し、4 D ミート 1）と呼ばれる低品質
の肉の使用、賞味期限を延ばす為に添加物を多く使用していることから、健康に悪いと表
された。質の良い外国産のペットフードに良い影響が表れなかったのは、原材料は良くて
も日本までの長時間の輸送の際に多くの添加物が使用されることが原因だと考えられる。
　病気予防関係は、犬のみ予防に費用をかければ寿命は伸びるとなった。犬のみに影響が
表れたのは、猫より犬の方が外出頻度は多く、感染症になる危険性が高いので、ワクチン
や健康診断の効果が出たと考えられる。ワクチンの種類は、犬は 2 種の成分が入ったワク
チンから 9 種の成分が含まれたワクチン、猫は 3 種の成分が入ったワクチンから 7 種の成
分が含むワクチンがあり、含まれている成分が多いほど免疫力が高くなり、価格も上が
る。しかし、成分の多いワクチンを接種することで体は強くなるが、年齢また体の大きさ
によって負担がかかり副作用を発症する危険性が上がる為、獣医と相談して接種する必要
がある。
　ペット保険契約頭数は、猫のみに保険に加入すると寿命は伸びるとなった。猫のみに有
意性が見られたのは、近年猫ブームが訪れて飼育頭数が増え、急激に猫の契約数が増加し
ているからだと考えられる。保険のメリットは、ちょっとしたペットの体調異変でも病院
に気軽に行け、早期発見、早期治療ができることだ。では、どれほど医療費用がかかるの
か。例えば、ペットのご飯の食べ付きが悪く病院に連れていき「腸炎」と判断された場合、
保険に加入していれば治療費用は合計約 3 千円で済むが、加入していない場合合計約 9 万
円かかる。治療費用を気にせず、早期発見、また適した治療を行えることが健康に繋がる
と考えられる。
　降水量は、犬猫共に雨が多いほど寿命は縮むとなった。考えられるのは、雨による運動
不足と湿度による体への影響である。林谷ら（2001）の報告で、散歩は毎日したほうが

1） アメリカの食肉のランクのことで、Dead（死んだ動物の肉）Dying（死にかけの動物の肉）Diseased（病気の
動物の肉）Disabled（障害のある動物の肉）などの廃棄されるはずの肉副産物のことを示す。
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長寿に繋がると示されている。散歩が重要なのは、運動不足の解消やストレスの軽減、糞
尿などの排出が理由である。また湿度が高いと、雑菌や害虫、ダニやカビの発生、耳や皮
膚の炎症の原因になると報告されている。本当に湿度によって害虫が現れ、病気にかかり
やすくなるのか明らかにする為、被説明変数を降水量、説明変数を州別のダニＺ 1 、ノミ
Ｚ 2 、中耳炎Ｚ 3 、回虫Ｚ 4 、鉤虫Ｚ 5 の犬猫の被害率を置き回帰分析を行った。結果、犬
猫共に全て正に有意に影響し、降水量が多い地域ほど病気にかかりやすいことが明らかと
なった。（図 3）
　出生率は、猫のみ低い方が寿命は伸びるとなった。近年、日本もアメリカも子供の数よ
り犬猫の飼育数の方が多い現象が続いている。飼い主の年齢層で一番多いのが 50 代、そ
の次に 20 代となっており、50 代は育児が落ち着いたので第 2 の子供として飼い始めた人、
20 代では子供はいらないが癒やしが欲しい、独身でさみしいからと飼い始めた人が多い
と予想できる。どちらもペットを子供やパートナーとして考えており、子供のように費用
をかけ、大切に愛情を持って育てることがペットの健康に繋がると考えられる。猫のみ有
意性が見られたのは、加藤（2009）によると、犬と人の関係は家庭内でリーダーとその
仲間に区別しグループ関係で生活をしているが、猫と人の関係は親子関係な為、子供が居
ないまたは少ない家庭の方が猫自身気にせず飼い主に甘えられるので、猫に有意性が見ら
れたと考えられる。
　喫煙率は、猫のみ飼い主が喫煙者だと寿命を縮めるとなった。人間においても受動喫煙
が原因で肺がんや心筋梗塞になっており、体の小さなペットは人間より体への害が大きい
と考えられる。有限会社ペッツグループ（2010）によると、有害物質を多く含んだタバ
コの煙は粒子の重みで下に下降するので、人間より下の位置で行動するペットは害が大き
く、特に猫は自分の体を毛づくろいする習慣がある為、毛に付いた有害物質をなめて体内
に入れてしまうと述べており、健康に悪影響が出たと考えられる。
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　ｔ統計量は自由度（犬）41（猫）41 のｔ分布に従い有意水準 5 ％の臨界値は統計表より
ｔ＝ 1 . 959964 として求められ、Ｚ≧ｔまたはＺ≦ｔの場合有意性を示す。

第 4章　結論
　
　本稿では、年度別と地域別で犬と猫の寿命また健康への決定要因を明らかにするため実
証分析を行った。結果、林谷ら（2001）の結果と同様、ペットに手間や費用をかけると
寿命が伸びることが明らかになり、寿命の要因の確実性を高めることが出来た。その他に
も、天候や飼い主の生活習慣もペットの健康に影響することが明らかになり、飼育環境も
寿命を伸ばす要因となることが分かった。林谷ら（2001）と本稿の結果から、よりペッ
トの寿命を伸ばす方法は、「ペットフードは外国産を使用し、時々栄養のバランスを整え
る為に手作りフードを混ぜる」「健康診断は 1 年に一回受けるようにし、ワクチンは医師
と相談して種類を決め接種する」「ペット保険に加入する」「降水量が多い地域は湿度に注
意する」「猫には子供のように甘えさせてあげる」「家庭に喫煙者が居る場合は、ペットの
居ない場所で喫煙する」となった。これまで年度別や地域別の分析はされてこなかったの
で、実証結果は、飼い主またペット業界で基礎知見となると考えられる。
　しかし、日本に限らずまだペットに関わる詳細な統計データは少なく、本稿においても
資料不足だった為、結果に注意が必要なことや他にも寿命に関わる要因は存在すると考え
られる。また特に犬や猫は種類によって寿命は異なる為、種類に分けて分析すると結果は
変わってくるだろう。
　これから世界中で少子高齢化が進み、癒やしや楽しみ、子供やパートナーとしての存在
として益々ペットの家族化が進むと予想される。これからのペット市場の向上やペットと
飼い主が幸せに長生きようになる為にも、世界各国がペットの統計収集に力を入れ、より
確実な寿命への要因を明らかにすることが必要である。
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